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1. 件名 

物質・生命科学実験施設における試料放射化計算コードの高度化作業 

 

2. 目的及び概要 

J-PARC物質・生命科学実験施設においては、大強度中性子ビームを試料に照射し、散乱された中性

子を解析することで、有用な情報を取得している。施設における放射線安全管理の観点から、試料の放射

能評価を行う必要があり、試料の放射化量を評価する試料放射化計算コードを開発し、適宜、高度化や改

良を進めている。 

本件では、英語化対応と放射性同位元素の定義量との比較機能を追加し、施設の放射線安全に資す

る。 

 

3. 作業実施場所 

・日本原子力研究開発機構 J-PARC センター 

・受注者作業場所 

 

4. 納期 

令和 8 年 1 月 30 日 

 

5. 作業内容 

5.1. 対象整備 

・試料放射化計算コード（SARE） Ver.2.3 

・試料放射化計算コードが入っている PC 

・アクセス用 PC 

 

〇試料放射化計算コード（SARE）Ver.2.3 の概要 

SARE-MLF Version2.3 は、J-PARC の物質・生命科学実験施設の中性子ビームラインで照

射する物質の放射化量を評価するための試料放射化量計算コードである。 

本コードは、サーバー上で稼働しており、Web ベースで試料放射化計算が可能である。Ver.1

では、Java アプレットで開発されたが、Ver.2 では、Java サーブレットに移植し、改良を加えた

ものである。図 1 及び図 2 に、入力および出力の概略図を示す。 

サーブレット版では、以下の機能がある。 

・化学式の入力補助機能の追加(選択入力、および入力内容のチェック) 

・同位体単体での計算機能の追加 

・サーブレット化によるデータの秘匿 

・入力ファイル(テキストファイル形式)による複数条件の一括処理 

・PDF ファイルによる印刷様式の出力 
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・エネルギー範囲の拡大 

Ver.2.1 では、BL の追加、実験モードテスト版の導入、バグ改善を、Ver.2.2 では、負ミュオン

による放射化計算機能の導入を、Ver.2.3 は子孫核種計算機能の改良をした。 

 

5.2. 作業範囲及び項目 

１、試料放射化計算コードの高度化作業 

２、PC での作業環境の整備 

３、マニュアルの整備 

 

5.3. 作業内容詳細 

5.3.1. 試料放射化計算コードの高度化作業 

○英語化  

・当該コードにおいて、英語版の整備を行い、利用者の選択に応じて、日本語と英語を任意の

切替を可能にする機能もしくは併記する機能を実装する。実装に際しては、将来的なコード

の保守性を確保するため、日本語／英語のリソースを集約し、単一のコードで言語切替を実

施する。 

 

○放射性同位元素の定義量との比較機能 

・計算結果について、原子力規制委員会が定める放射線を放出する同位元素の数量及び濃度と

の比較する機能を実装する。 

・複数個の放射線を放出する同位元素がある場合は、その比の合算を示すこと。 

 

5.3.2. PCでの作業環境の整備およびサーバの更新作業 

 ・作業環境整備用 PC（発注者貸与）上でのコードの軽微な変更ができる環境を整備する。 

 ・サーバーPC 上でのコードの更新作業を行う。 

 

5.3.3. マニュアルの整備 

 ・既存のマニュアルを改訂し、今回の作業を反映させる。 

 

6. 支給物品及び貸与品 

6.1. 支給品 

なし 

 

6.2. 貸与品 

試料放射化計算コード 一式 

作業環境整備用 PC 
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サーバーPC 

 

7. 提出書類 

(1) 作業計画書     契約後速やかに 4部 要確認 

(2) 作業報告書       4部 要確認 

(3) 全ソースデータ（電子データ）     1部 

(4) (1)～(3)の提出図書の電子媒体   納入時  2セット 

(電子データを含む) 

 

（確認方法） 

「確認」は次の方法で行う。 

 発注者は、確認のために提出された図書を受領したときは、期限日を記載した受領印を押印

して返却する。また、当該期限までに審査を完了し、承認しない場合には修正を指示し、修正

等を指示しないときは、確認したものとする。 

但し、2週間以内に機構から変更請求をしない場合は、自動的に承認したものと見なす。 

 

 （提出場所） 

 原子力機構 J-PARCセンター 中性子源セクション 

 

8. 検収条件 

書類などによる 5項に記載した作業内容実施の確認、７項に記載した提出書類の完納および内容

の確認をもって検収とする。 

 

9. 検査員及び監督員 

検査員 

（１）一般検査 管財担当課長 

監督員 

（１）作業・検査全般 物質・生命科学ディビジョン 中性子源セクション セクション員 

 

10. 適用法規・規程等 

本作業に当たり、以下の法令、規格、基準等のうち、関連するものについて、適用または準用

して行うこと。 

 （１）放射性同位元素等規制法及び関連法令 

 

11. グリーン購入法の促進 

(1) 本契約において、グリーン購入法（国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律）に

適用する環境物品（事務用品、ＯＡ機器等）が発生する場合は、これを採用すること。 
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(2) 本仕様に定める提出図書（納入印刷物）については、グリーン購入法の基本方針に定める

「紙類」の基準を満たしたものであること。 

 

12. 特記事項 

(1) 受注者は、発注者から提示する検討資料、情報を本契約以外の目的で第三者に提供するとき

は、予め書面による許可を求め、発注者の承認を得なければならない。 

(2) 受注者は発注者と緊密な連絡を取り作業を行うこと。 

(3) 受注者は異常事態等が発生した場合、原子力機構の指示に従い行動するものとする。また、契約に基づ

く作業等を起因として異常事態等が発生した場合、受注者がその原因分析や対策検討を行い、主体的に

改善するとともに、結果について機構の確認を受けること。 

(4) 本仕様書に記載されている事項及び本仕様書に記載のない事項について疑義が生じた場合

は、原子力機構と協議のうえ、その決定に従うものとする｡ 
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図 1 SARE 入力 
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図 2 SARE 出力例 

 


